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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線基地局装置と、前記無線基地局装置の通信仕様を設定する無線基地局設定装置と、
を含む無線基地局装置設定システムであって、
　前記無線基地局装置は、
　移動体通信端末装置と無線通信を行う無線通信部と、
　前記無線基地局装置を示す識別情報を格納する識別情報格納部と、
　前記無線基地局装置と異なる他の無線基地局装置から送信された無線信号を受信するア
ンテナ部と、
　前記アンテナ部によって受信された無線信号から、前記他の無線基地局装置を示す特定
情報および前記他の無線基地局装置からの距離を示す距離情報とを検出する検出部と、
　前記検出部によって検出された特定情報および距離情報を前記識別情報格納部に格納さ
れた識別情報とともに前記無線基地局設定装置に供給し、前記無線基地局設定装置から供
給された設定情報を受け取る通信部と、
　前記通信部によって受け取られた設定情報に基づいて前記無線通信部の通信仕様を設定
する通信仕様設定部とを含み、
　前記無線基地局設定装置は、
　既存の無線基地局装置を特定する特定情報と前記既存の無線基地局装置の位置および前
記既存の無線基地局装置の通信仕様とを関連づけて格納する情報保存部と、
　前記通信部から供給された特定情報、距離情報および識別情報とを受け取る情報受信部
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と、
　前記情報受信部で受け取られた識別情報によって示される無線基地局装置を示す特定情
報が前記情報保存部に格納されていると、該特定情報と、該特定情報に関連づけられて格
納されている既存の無線基地局装置の位置およびその通信仕様とを前記情報保存部から削
除し、前記情報受信部によって受け取られた特定情報と関連づけられて前記情報保存部に
格納されている既存の無線基地局装置の位置と前記情報受信部によって受け取られた距離
情報とに基づいて前記無線基地局装置の位置を推定し、その推定された位置の周囲に存在
する既存の無線基地局装置の通信仕様を前記情報保存部から読み出し、その読み出した既
存の無線基地局装置の通信仕様と前記推定された位置とに基づいて、前記無線通信部の通
信仕様を決定し、その決定した通信仕様を前記情報保存部に格納する制御部と、
　前記制御部によって決定された通信仕様を前記設定情報として前記無線基地局装置に供
給する通信仕様送信部と含む、無線基地局装置設定システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の無線基地局装置設定システムにおいて、
　前記他の無線基地局装置は、前記無線信号として、拡散符号系列によって拡散された送
信データを送信し、
　前記無線基地局装置に前記他の無線基地局装置が使用している無線信号周波数および前
記拡散符号系列とを前記無線基地局装置に供給する無線基地局制御装置をさらに含み、
　前記検出部は、前記無線基地局制御装置から供給された他の無線基地局装置が使用して
いる無線信号周波数および拡散符号系列とに基づいて、前記アンテナ部によって受信され
た無線信号から、前記特定情報として該無線信号の拡散符号系列を検出し、前記距離情報
として該無線信号の受信信号レベルおよび受信タイミングとを検出する、無線基地局装置
設定システム。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の無線基地局装置設定システムにおいて、
　前記無線基地局装置は、家庭用無線基地局装置であり、
　前記無線基地局装置は、ユーザによって入力された前記無線基地局装置の希望通信仕様
を示すユーザ希望情報を受け付ける入力部をさらに含み、
　前記通信部は、さらに、前記入力部によって受け付けられたユーザ希望情報を前記無線
基地局設定装置に供給し、
　前記情報受信部は、さらに、前記通信部から供給されたユーザ希望情報を受け取り、
　前記制御部は、前記読み出した既存の無線基地局装置の通信仕様と前記推定された位置
と前記情報受信部によって受け取られたユーザ希望情報とに基づいて、前記無線通信部の
通信仕様を決定する、無線基地局装置設定システム。
【請求項４】
　請求項１または２に記載の無線基地局装置設定システムにおいて、
　前記通信部は、さらに、前記無線通信部の通信処理能力を示す能力情報を前記無線基地
局設定装置に供給し、
　前記情報受信部は、さらに、前記通信部から供給された能力情報を受け取り、
　前記制御部は、前記読み出した既存の無線基地局装置の通信仕様と前記推定された位置
と前記情報受信部によって受け取られた能力情報とに基づいて、前記無線通信部の通信仕
様を決定する、無線基地局装置設定システム。
【請求項５】
　請求項３に記載の無線基地局装置設定システムにおいて、
　前記通信部は、さらに、前記無線通信部の通信処理能力を示す能力情報を前記無線基地
局設定装置に供給し、
　前記情報受信部は、さらに、前記通信部から供給された能力情報を受け取り、
　前記制御部は、前記読み出した既存の無線基地局装置の通信仕様と前記推定された位置
と前記情報受信部によって受け取られたユーザ希望情報および能力情報とに基づいて、前
記無線通信部の通信仕様を決定する、無線基地局装置設定システム。
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【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれか１項に記載の無線基地局装置設定システムにおいて、
　前記無線基地局装置は、ＧＰＳ衛星によって提供される現在位置を示す位置情報を取得
する位置情報取得部をさらに含み、
　前記通信部は、さらに、前記位置情報取得部によって取得された位置情報を前記無線基
地局設定装置に供給し、
　前記情報受信部は、さらに、前記通信部から供給された位置情報を受信し、
　前記制御部は、前記無線基地局装置の位置を推定する際、前記情報受信部によって受け
取られた特定情報と関連づけられて前記情報保存部に格納されている既存の無線基地局装
置の位置と前記情報受信部によって受信された距離情報と前記情報受信部によって受信さ
れた位置情報とに基づいて前記無線基地局装置の位置を推定する、無線基地局装置設定シ
ステム。
【請求項７】
　無線基地局装置と、前記無線基地局装置の通信仕様を設定する無線基地局設定装置と、
を含む無線基地局装置設定システムであって、
　前記無線基地局装置は、
　移動体通信端末装置と無線通信を行う無線通信部と、
　前記無線基地局装置の現在位置を示す位置情報を取得する位置情報取得部を少なくとも
含み、
　前記無線基地局設定装置は、
　前記無線基地局装置から供給された位置情報を受信する情報受信部と、
　前記無線基地局装置の周囲に存在する既存の無線基地局装置の通信仕様を保存する情報
保存部と、
　前記情報保存部から読み出した前記既存の無線基地局装置の通信仕様と前記位置情報と
に基づいて、前記無線通信部の通信仕様を決定し、その決定した通信仕様を前記情報保存
部に格納する制御部と、
　前記制御部によって決定された通信仕様を設定情報として前記無線基地局装置に供給す
る通信仕様送信部と含む、無線基地局装置設定システム。
【請求項８】
　前記情報受信部は、前記無線基地局装置から前記位置情報及び前記既存の無線基地局装
置から受信した受信信号情報を受信する請求項７に記載の無線基地局設定システム。
【請求項９】
　無線基地局装置と、前記無線基地局装置の通信仕様を設定する無線基地局設定装置と、
を含む無線基地局装置設定システムが行う無線基地局装置設定方法であって、
　前記無線基地局装置は、移動体通信端末装置と無線通信を行う無線通信部と、前記無線
基地局装置を示す識別情報を格納する識別情報格納部とを含み、
　前記無線基地局設定装置は、既存の無線基地局装置を特定する特定情報と前記既存の無
線基地局装置の位置および前記既存の無線基地局装置の通信仕様とを関連づけて格納する
情報保存部を含み、
　前記無線基地局装置が前記無線基地局装置と異なる他の無線基地局装置から送信された
無線信号を受信する無線信号受信ステップと、
　前記無線基地局装置が前記無線信号受信ステップで受信された無線信号から前記他の無
線基地局装置を示す特定情報および前記他の無線基地局装置からの距離を示す距離情報と
を検出する検出ステップと、
　前記無線基地局装置が前記検出ステップで検出された特定情報および距離情報を前記識
別情報格納部に格納された識別情報とともに前記無線基地局設定装置に供給する供給ステ
ップと、
　前記無線基地局設定装置が前記供給ステップで供給された特定情報、距離情報および識
別情報とを受け取る情報受信ステップと、
　前記無線基地局設定装置が前記情報受信ステップで受け取られた識別情報によって示さ
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れる無線基地局装置を示す特定情報が前記情報保存部に格納されていると、該特定情報と
、該特定情報に関連づけられて格納されている既存の無線基地局装置の位置およびその通
信仕様とを前記情報保存部から削除し、前記情報受信ステップで受け取られた特定情報と
関連づけられて前記情報保存部に格納されている既存の無線基地局装置の位置と前記情報
受信部によって受け取られた距離情報とに基づいて前記無線基地局装置の位置を推定し、
その推定された位置の周囲に存在する既存の無線基地局装置の通信仕様を前記情報保存部
から読み出し、その読み出した既存の無線基地局装置の通信仕様と前記推定された位置と
に基づいて、前記無線通信部の通信仕様を決定し、その決定した通信仕様を前記情報保存
部に格納する制御ステップと、
　前記無線基地局設定装置が前記制御ステップで決定された通信仕様を前記設定情報とし
て前記無線基地局装置に供給する通信仕様送信ステップと、
　前記無線基地局装置が前記通信仕様送信ステップで供給された設定情報を受け取る設定
情報受信ステップと、
　前記無線基地局装置が前記設定情報受信ステップで受け取られた設定情報に基づいて前
記無線通信部の通信仕様を設定する通信仕様設定ステップとを含む、無線基地局装置設定
方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の無線基地局装置設定方法において、
　前記他の無線基地局装置は、前記無線信号として、拡散符号系列によって拡散された送
信データを送信し、
　前記無線基地局装置設定システムは、前記無線基地局装置に前記他の無線基地局装置が
使用している無線信号周波数および前記拡散符号系列とを前記無線基地局装置に供給する
無線基地局制御装置をさらに含み、
　前記検出ステップは、前記無線基地局制御装置から供給された他の無線基地局装置が使
用している無線信号周波数および拡散符号系列とに基づいて、前記無線信号受信ステップ
で受信された無線信号から、前記特定情報として該無線信号の拡散符号系列を検出し、前
記距離情報として該無線信号の受信信号レベルおよび受信タイミングとを検出する、無線
基地局装置設定方法。
【請求項１１】
　請求項９または１０に記載の無線基地局装置設定方法において、
　前記無線基地局装置は、家庭用無線基地局装置であり、
　前記無線基地局装置がユーザによって入力された前記無線基地局装置の希望通信仕様を
示すユーザ希望情報を受け付ける入力ステップをさらに含み、
　前記供給ステップは、さらに、前記入力ステップで受け付けられたユーザ希望情報を前
記無線基地局設定装置に供給し、
　前記情報受信ステップは、さらに、前記供給ステップで供給されたユーザ希望情報を受
け取り、
　前記制御ステップは、前記読み出した既存の無線基地局装置の通信仕様と前記推定され
た位置と前記情報受信ステップで受け取られたユーザ希望情報とに基づいて、前記無線通
信部の通信仕様を決定する、無線基地局装置設定方法。
【請求項１２】
　請求項９または１０に記載の無線基地局装置設定方法において、
　前記供給ステップは、さらに、前記無線通信部の通信処理能力を示す能力情報を前記無
線基地局設定装置に供給し、
　前記情報受信ステップは、さらに、前記供給ステップで供給された能力情報を受け取り
、
　前記制御ステップは、前記読み出した既存の無線基地局装置の通信仕様と前記推定され
た位置と前記情報受信ステップで受け取られた能力情報とに基づいて、前記無線通信部の
通信仕様を決定する、無線基地局装置設定方法。
【請求項１３】



(5) JP 4458247 B2 2010.4.28

10

20

30

40

50

　請求項１１に記載の無線基地局装置設定方法において、
　前記供給ステップは、さらに、前記無線通信部の通信処理能力を示す能力情報を前記無
線基地局設定装置に供給し、
　前記情報受信ステップは、さらに、前記供給ステップで供給された能力情報を受け取り
、
　前記制御ステップは、前記読み出した既存の無線基地局装置の通信仕様と前記推定され
た位置と前記情報受信ステップで受け取られたユーザ希望情報および能力情報とに基づい
て、前記無線通信部の通信仕様を決定する、無線基地局装置設定方法。
【請求項１４】
　請求項９ないし１３のいずれか１項に記載の無線基地局装置設定方法において、
　前記無線基地局装置がＧＰＳ衛星によって提供される現在位置を示す位置情報を取得す
る位置情報取得ステップをさらに含み、
　前記供給ステップは、さらに、前記位置情報取得ステップで取得された位置情報を前記
無線基地局設定装置に供給し、
　前記情報受信ステップは、さらに、前記供給ステップで供給された位置情報を受信し、
　前記制御ステップは、前記無線基地局装置の位置を推定する際、前記情報受信ステップ
で受け取られた特定情報と関連づけられて前記情報保存部に格納されている既存の無線基
地局装置の位置と前記情報受信ステップで受信された距離情報と前記情報受信ステップで
受信された位置情報とに基づいて前記無線基地局装置の位置を推定する、無線基地局装置
設定方法。
【請求項１５】
　移動体通信端末装置と無線通信を行う無線通信部を含む無線基地局装置と、前記無線基
地局装置の通信仕様を設定する無線基地局設定装置とを用いる無線基地局装置設定方法で
あって、
　測位手段から提供される前記無線基地局装置の現在位置を示す位置情報を前記無線基地
局装置から前記無線基地局設定装置に送るステップと、
　前記無線基地局設定装置が前記無線基地局装置から供給された位置情報を受信するステ
ップと、
　前記無線基地局設定装置が前記無線基地局装置の周囲に存在する既存の無線基地局装置
の通信仕様を保存する情報保存部を有し、前記情報保存部から前記既存の無線基地局装置
の通信仕様を読み出すステップと、
　その読み出した既存の無線基地局装置の通信仕様と前記位置情報とに基づいて、前記無
線通信部の通信仕様を決定し、決定した通信仕様を前記情報保存部に格納するステップと
、
　前記決定した通信仕様を設定情報として前記無線基地局装置に供給するステップと、を
含む無線基地局装置設定方法。
【請求項１６】
　前記無線基地局装置の現在位置を示す位置情報と、前記既存の無線基地局装置から受信
した受信信号情報を前記無線基地局装置から前記無線基地局設定装置に送るステップと、
　前記無線基地局設定装置が、前記無線基地局装置から位置情報及び前記既存の無線基地
局装置から受信した受信信号情報を受信するステップを含む請求項１５に記載の無線基地
局装置設定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線基地局装置設定システムおよび無線基地局装置設定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、携帯電話端末装置を使用した携帯電話ネットワークが知られている（特許文献１
（特開２０００－１９７１２９号公報）参照）。
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【０００３】
　また、昨今、携帯電話ネットワークの拡大は目覚しく、例えば、携帯電話の無線基地局
装置は、人が住んでいる地域はもちろん、ビル内および地下鉄構内、さらには道だけが建
設され人が住んでいないような山奥にも設置されている。このため、携帯電話端末装置は
どこでも携帯電話ネットワークに繋がるのが当たり前という環境が整いつつある。
【０００４】
　携帯電話ネットワークの拡大は、利用者の携帯電話ネットワークの拡大要求によって促
進された。さらに、無線基地局装置の小型化および低価格化も携帯電話ネットワークの拡
大を促進した。
【０００５】
　しかしながら、無線基地局装置が屋外のいたるところに設置されたとしても、その無線
基地局装置でカバーできるエリアには限界がある。このため、家の特定の一室では携帯電
話端末装置が携帯電話ネットワークに繋がりにくいという問題が十分に解決されていない
。現在、家の特定の一室で携帯電話端末装置が携帯電話ネットワークに繋がりにくいとい
う問題を解消する家庭用小型無線基地局装置が望まれている。
【０００６】
　特許文献２（特開平９－８８２７号公報）には、家庭用小型無線基地局装置として使用
される可能性のある小型化のポータブル基地局が記載されている。
【特許文献１】特開２０００－１９７１２９号公報
【特許文献２】特開平９－８８２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　家庭用小型無線基地局装置の実現には幾つかの問題がある。例えば、家庭用小型基地局
装置の設定方法が１つの問題となる。以下、この問題について説明する。
【０００８】
　現在、携帯電話の無線基地局装置が設置される際、その無線基地局装置のセル半径（カ
バーするエリアの大きさ）および使用周波数、さらにＣＤＭＡ（Code Division Multiple
 Access）システムであればその無線基地局装置が使用する拡散符号系列などの通信仕様
は、携帯電話ネットワーク全体を見据えて決定され、その決定された通信仕様が、設置さ
れる無線基地局装置に設定される。無線基地局装置に設定された通信仕様は、基本的に携
帯電話ネットワークの見直しがない限り変更されない。
【０００９】
　したがって、一旦、家庭用小型無線基地局装置に通信仕様が設定されてしまうと、利用
者は、家庭用小型無線基地局装置に設定された通信仕様を自らが望むように変更すること
ができない。
【００１０】
　また、無線基地局装置の通信仕様は基本的に変更されないため、家庭用小型無線基地局
装置が移動されると、無線基地局装置間での電波の干渉等により携帯電話ネットワークが
正常に機能しなくなるという不都合が生じる可能性が生じてしまう。このため、利用者は
、家庭用小型無線基地局装置を事業者が設置した位置から自由に動かすことができない。
【００１１】
　家庭用小型無線基地局装置を自由に動かすことができないことは、一般利用者にとって
、引越し時はもちろん、部屋の模様替えおよび掃除など日常生活のちょっとした場面にお
いてもあまりに不便である。
【００１２】
　本発明は、利用者によって使いやすい無線基地局装置を提供することが可能な無線基地
局装置設定システムおよび無線基地局装置設定方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
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　上記の目的を達成するため、本発明の無線基地局装置設定システムは、無線基地局装置
と、前記無線基地局装置の通信仕様を設定する無線基地局設定装置と、を含む無線基地局
装置設定システムであって、前記無線基地局装置は、移動体通信端末装置と無線通信を行
う無線通信部と、前記無線基地局装置を示す識別情報を格納する識別情報格納部と、前記
無線基地局装置と異なる他の無線基地局装置から送信された無線信号を受信するアンテナ
部と、前記アンテナ部によって受信された無線信号から、前記他の無線基地局装置を示す
特定情報および前記他の無線基地局装置からの距離を示す距離情報とを検出する検出部と
、前記検出部によって検出された特定情報および距離情報を前記識別情報格納部に格納さ
れた識別情報とともに前記無線基地局設定装置に供給し、前記無線基地局設定装置から供
給された設定情報を受け取る通信部と、前記通信部によって受け取られた設定情報に基づ
いて前記無線通信部の通信仕様を設定する通信仕様設定部とを含み、前記無線基地局設定
装置は、既存の無線基地局装置を特定する特定情報と前記既存の無線基地局装置の位置お
よび前記既存の無線基地局装置の通信仕様とを関連づけて格納する情報保存部と、前記通
信部から供給された特定情報、距離情報および識別情報とを受け取る情報受信部と、前記
情報受信部で受け取られた識別情報によって示される無線基地局装置を示す特定情報が前
記情報保存部に格納されていると、該特定情報と、該特定情報に関連づけられて格納され
ている既存の無線基地局装置の位置およびその通信仕様とを前記情報保存部から削除し、
前記情報受信部によって受け取られた特定情報と関連づけられて前記情報保存部に格納さ
れている既存の無線基地局装置の位置と前記情報受信部によって受け取られた距離情報と
に基づいて前記無線基地局装置の位置を推定し、その推定された位置の周囲に存在する既
存の無線基地局装置の通信仕様を前記情報保存部から読み出し、その読み出した既存の無
線基地局装置の通信仕様と前記推定された位置とに基づいて、前記無線通信部の通信仕様
を決定し、その決定した通信仕様を前記情報保存部に格納する制御部と、前記制御部によ
って決定された通信仕様を前記設定情報として前記無線基地局装置に供給する通信仕様送
信部と含む。
【００１４】
　また、本発明の無線基地局装置設定方法は、無線基地局装置と、前記無線基地局装置の
通信仕様を設定する無線基地局設定装置と、を含む無線基地局装置設定システムが行う無
線基地局装置設定方法であって、前記無線基地局装置は、移動体通信端末装置と無線通信
を行う無線通信部と、前記無線基地局装置を示す識別情報を格納する識別情報格納部とを
含み、前記無線基地局設定装置は、既存の無線基地局装置を特定する特定情報と前記既存
の無線基地局装置の位置および前記既存の無線基地局装置の通信仕様とを関連づけて格納
する情報保存部を含み、前記無線基地局装置が前記無線基地局装置と異なる他の無線基地
局装置から送信された無線信号を受信する無線信号受信ステップと、前記無線基地局装置
が前記無線信号受信ステップで受信された無線信号から前記他の無線基地局装置を示す特
定情報および前記他の無線基地局装置からの距離を示す距離情報とを検出する検出ステッ
プと、前記無線基地局装置が前記検出ステップで検出された特定情報および距離情報を前
記識別情報格納部に格納された識別情報とともに前記無線基地局設定装置に供給する供給
ステップと、前記無線基地局設定装置が前記供給ステップで供給された特定情報、距離情
報および識別情報とを受け取る情報受信ステップと、前記無線基地局設定装置が前記情報
受信ステップで受け取られた識別情報によって示される無線基地局装置を示す特定情報が
前記情報保存部に格納されていると、該特定情報と、該特定情報に関連づけられて格納さ
れている既存の無線基地局装置の位置およびその通信仕様とを前記情報保存部から削除し
、前記情報受信ステップで受け取られた特定情報と関連づけられて前記情報保存部に格納
されている既存の無線基地局装置の位置と前記情報受信部によって受け取られた距離情報
とに基づいて前記無線基地局装置の位置を推定し、その推定された位置の周囲に存在する
既存の無線基地局装置の通信仕様を前記情報保存部から読み出し、その読み出した既存の
無線基地局装置の通信仕様と前記推定された位置とに基づいて、前記無線通信部の通信仕
様を決定し、その決定した通信仕様を前記情報保存部に格納する制御ステップと、前記無
線基地局設定装置が前記制御ステップで決定された通信仕様を前記設定情報として前記無
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線基地局装置に供給する通信仕様送信ステップと、前記無線基地局装置が前記通信仕様送
信ステップで供給された設定情報を受け取る設定情報受信ステップと、前記無線基地局装
置が前記設定情報受信ステップで受け取られた設定情報に基づいて前記無線通信部の通信
仕様を設定する通信仕様設定ステップとを含む。
【００１５】
　上記の発明によれば、無線基地局設定装置は、情報保存部に格納されている情報の中に
、無線基地局装置から供給された識別情報によって示される無線基地局装置に関する情報
（特定情報と位置および通信仕様）があればそれらの情報を情報保存部から削除し、かつ
、無線基地局装置の位置を推定し、その後、その推定された位置の周囲に存在する既存の
無線基地局装置の通信仕様を情報保存部から読み出し、その読み出した既存の無線基地局
装置の通信仕様と推定された位置とに基づいて無線通信部の通信仕様を決定する。
【００１６】
　このため、無線基地局設定装置は、無線基地局装置から特定情報、距離情報および識別
情報とが供給されるたびに、無線基地局装置に含まれる無線通信部の通信仕様を、他の無
線基地局装置の無線通信が不通にならないように、自動的に設定することが可能になる。
【００１７】
　したがって、例えば、無線基地局装置がユーザによって移動させられても、無線基地局
装置は、その移動先に応じた通信仕様で動作することが可能となる。
【００１８】
　また、上記無線基地局装置設定システムにおいて、前記他の無線基地局装置は、前記無
線信号として、拡散符号系列によって拡散された送信データを送信し、前記無線基地局装
置に前記他の無線基地局装置が使用している無線信号周波数および前記拡散符号系列とを
前記無線基地局装置に供給する無線基地局制御装置をさらに含み、前記検出部は、前記無
線基地局制御装置から供給された他の無線基地局装置が使用している無線信号周波数およ
び拡散符号系列とに基づいて、前記アンテナ部によって受信された無線信号から、前記特
定情報として該無線信号の拡散符号系列を検出し、前記距離情報として該無線信号の受信
信号レベルおよび受信タイミングとを検出することが望ましい。
【００１９】
　また、上記無線基地局装置設定方法において、前記他の無線基地局装置は、前記無線信
号として、拡散符号系列によって拡散された送信データを送信し、前記無線基地局装置設
定システムは、前記無線基地局装置に前記他の無線基地局装置が使用している無線信号周
波数および前記拡散符号系列とを前記無線基地局装置に供給する無線基地局制御装置をさ
らに含み、前記検出ステップは、前記無線基地局制御装置から供給された他の無線基地局
装置が使用している無線信号周波数および拡散符号系列とに基づいて、前記無線信号受信
ステップで受信された無線信号から、前記特定情報として該無線信号の拡散符号系列を検
出し、前記距離情報として該無線信号の受信信号レベルおよび受信タイミングとを検出す
ることが望ましい。
【００２０】
　上記の発明によれば、拡散符号系列によって拡散された送信データを無線信号として用
いる移動体通信システムにおいて、無線基地局設定装置が、無線基地局装置から特定情報
、距離情報および識別情報とが供給されるたびに、無線基地局装置に含まれる無線通信部
の通信仕様を、他の無線基地局装置の無線通信が不通にならないように、自動的に設定す
ることが可能になる。
【００２１】
　また、上記無線基地局装置設定システムにおいて、前記無線基地局装置は、ユーザによ
って入力された前記無線基地局装置の希望通信仕様を示すユーザ希望情報を受け付ける入
力部をさらに含み、前記通信部は、さらに、前記入力部によって受け付けられたユーザ希
望情報を前記無線基地局設定装置に供給し、前記情報受信部は、さらに、前記通信部から
供給されたユーザ希望情報を受け取り、前記制御部は、前記読み出した既存の無線基地局
装置の通信仕様と前記推定された位置と前記情報受信部によって受け取られたユーザ希望
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情報とに基づいて、前記無線通信部の通信仕様を決定することが望ましい。
【００２２】
　また、上記無線基地局装置設定方法において、前記無線基地局装置がユーザによって入
力された前記無線基地局装置の希望通信仕様を示すユーザ希望情報を受け付ける入力ステ
ップをさらに含み、前記供給ステップは、さらに、前記入力ステップで受け付けられたユ
ーザ希望情報を前記無線基地局設定装置に供給し、前記情報受信ステップは、さらに、前
記供給ステップで供給されたユーザ希望情報を受け取り、前記制御ステップは、前記読み
出した既存の無線基地局装置の通信仕様と前記推定された位置と前記情報受信ステップで
受け取られたユーザ希望情報とに基づいて、前記無線通信部の通信仕様を決定することが
望ましい。
【００２３】
　上記の発明によれば、無線基地局装置に含まれる無線通信部の通信仕様が、無線基地局
装置の周囲の存在する既存の無線基地局装置の通信仕様と、無線基地局装置の位置と、ユ
ーザ希望情報とに基づいて決定される。このため、無線基地局装置に含まれる無線通信部
の通信仕様が、他の無線基地局装置の無線通信が不通にならずかつユーザの要求に応じた
範囲で、無線基地局設定装置によって自動的に設定されることが可能になる。
【００２４】
　したがって、無線基地局装置は、ユーザによって希望される設定内容に応じた通信仕様
で動作することが可能となる。
【００２５】
　また、上記無線基地局装置設定システムにおいて、前記通信部は、さらに、前記無線通
信部の通信処理能力を示す能力情報を前記無線基地局設定装置に供給し、前記情報受信部
は、さらに、前記通信部から供給された能力情報を受け取り、前記制御部は、前記読み出
した既存の無線基地局装置の通信仕様と前記推定された位置と前記情報受信部によって受
け取られた能力情報とに基づいて、前記無線通信部の通信仕様を決定することが望ましい
。
【００２６】
　また、上記無線基地局装置設定方法において、前記供給ステップは、さらに、前記無線
通信部の通信処理能力を示す能力情報を前記無線基地局設定装置に供給し、前記情報受信
ステップは、さらに、前記供給ステップで供給された能力情報を受け取り、前記制御ステ
ップは、前記読み出した既存の無線基地局装置の通信仕様と前記推定された位置と前記情
報受信ステップで受け取られた能力情報とに基づいて、前記無線通信部の通信仕様を決定
することが望ましい。
【００２７】
　上記の発明によれば、無線基地局装置に含まれる無線通信部の通信仕様が、無線基地局
装置の周囲の存在する既存の無線基地局装置の通信仕様と、無線基地局装置の位置と、無
線通信部の通信処理能力とに基づいて決定される。このため、無線基地局装置に含まれる
無線通信部の通信仕様が、他の無線基地局装置の無線通信が不通にならずかつ無線通信部
の通信処理能力の範囲で、無線基地局設定装置によって自動的に設定されることが可能に
なる。
【００２８】
　また、上記無線基地局装置設定システムにおいて、前記通信部は、さらに、前記無線通
信部の通信処理能力を示す能力情報を前記無線基地局設定装置に供給し、前記情報受信部
は、さらに、前記通信部から供給された能力情報を受け取り、前記制御部は、前記読み出
した既存の無線基地局装置の通信仕様と前記推定された位置と前記情報受信部によって受
け取られたユーザ希望情報および能力情報とに基づいて、前記無線通信部の通信仕様を決
定することが望ましい。
【００２９】
　また、上記無線基地局装置設定方法において、前記供給ステップは、さらに、前記無線
通信部の通信処理能力を示す能力情報を前記無線基地局設定装置に供給し、前記情報受信
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ステップは、さらに、前記供給ステップで供給された能力情報を受け取り、前記制御ステ
ップは、前記読み出した既存の無線基地局装置の通信仕様と前記推定された位置と前記情
報受信ステップで受け取られたユーザ希望情報および能力情報とに基づいて、前記無線通
信部の通信仕様を決定することが望ましい。
【００３０】
　上記の発明によれば、無線基地局装置に含まれる無線通信部の通信仕様が、無線基地局
装置の周囲の存在する既存の無線基地局装置の通信仕様と、無線基地局装置の位置と、ユ
ーザ希望情報と、無線通信部の通信処理能力とに基づいて決定される。このため、無線基
地局装置に含まれる無線通信部の通信仕様が、他の無線基地局装置の無線通信が不通にな
らず、かつ、無線通信部の通信処理能力およびユーザの要求に応じた範囲で、無線基地局
設定装置によって自動的に設定されることが可能になる。
【００３１】
　また、上記無線基地局装置設定システムにおいて、前記無線基地局装置は、ＧＰＳ衛星
によって提供される現在位置を示す位置情報を取得する位置情報取得部をさらに含み、前
記通信部は、さらに、前記位置情報取得部によって取得された位置情報を前記無線基地局
設定装置に供給し、前記情報受信部は、さらに、前記通信部から供給された位置情報を受
信し、前記制御部は、前記無線基地局装置の位置を推定する際、前記情報受信部によって
受け取られた特定情報と関連づけられて前記情報保存部に格納されている既存の無線基地
局装置の位置と前記情報受信部によって受信された距離情報と前記情報受信部によって受
信された位置情報とに基づいて前記無線基地局装置の位置を推定することが望ましい。
【００３２】
　また、上記無線基地局装置設定方法において、前記無線基地局装置がＧＰＳ衛星によっ
て提供される現在位置を示す位置情報を取得する位置情報取得ステップをさらに含み、前
記供給ステップは、さらに、前記位置情報取得ステップで取得された位置情報を前記無線
基地局設定装置に供給し、前記情報受信ステップは、さらに、前記供給ステップで供給さ
れた位置情報を受信し、前記制御ステップは、前記無線基地局装置の位置を推定する際、
前記情報受信ステップで受け取られた特定情報と関連づけられて前記情報保存部に格納さ
れている既存の無線基地局装置の位置と前記情報受信ステップで受信された距離情報と前
記情報受信ステップで受信された位置情報とに基づいて前記無線基地局装置の位置を推定
することが望ましい。
【００３３】
　上記の発明によれば、無線基地局装置の位置が、特定情報と関連づけられて情報保存部
に格納されている既存の無線基地局装置の位置と距離情報および位置情報とに基づいて推
定される。このため、無線基地局装置の位置を高い精度で推定することが可能となり、こ
のため、無線基地局装置に含まれる無線通信部の通信仕様が、高い確率で、他の無線基地
局装置の無線通信が不通にならないように自動的に設定されることが可能になる。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明によれば、無線基地局設定装置は、情報保存部に格納されている情報の中に、無
線基地局装置から供給された識別情報によって示される無線基地局装置に関する情報（特
定情報と位置および通信仕様）があればそれらの情報を情報保存部から削除し、かつ、無
線基地局装置の位置を推定し、その後、その推定された位置の周囲に存在する既存の無線
基地局装置の通信仕様を情報保存部から読み出し、その読み出した既存の無線基地局装置
の通信仕様と推定された位置とに基づいて無線通信部の通信仕様を決定する。
【００３５】
　このため、無線基地局設定装置は、無線基地局装置から特定情報、距離情報および識別
情報とが供給されるたびに、無線基地局装置に含まれる無線通信部の通信仕様を、他の無
線基地局装置の無線通信が不通にならないように、自動的に設定することが可能になる。
【００３６】
　したがって、例えば、無線基地局装置がユーザによって移動させられても、無線基地局
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装置は、その移動先に応じた通信仕様で動作することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　以下、本発明の実施例を図面を参照して説明する。
【００３８】
　図１は、本発明の一実施例の無線基地局装置設定システムを示したブロック図である。
【００３９】
　図１に示した実施例は、３ＧＰＰ（The 3rd Generation Partnership Project）で規定
されたＤＳ－ＣＤＭＡ（Direct Spread Code Division Multiple Access）携帯電話シス
テムに本発明が適用された例である。なお、本発明は、ＤＳ－ＣＤＭＡ携帯電話システム
に限らず、無線基地局装置を有する移動体通信システムに適用されてもよい。
【００４０】
　図１において、無線基地局装置設定システムは、ＣＤＭＡ無線基地局装置（Node B）１
と、無線基地局設定装置としての無線基地局情報登録装置（ＮＢＩＲ：Node B Informati
on Register）２とを含む。
【００４１】
　さらに言えば、無線基地局装置設定システムは、ＣＤＭＡ無線基地局装置１と、無線基
地局情報登録装置２と、ＣＤＭＡ無線基地局装置（Node B）３と、ＣＤＭＡ無線基地局装
置（Node B）４と、無線基地局制御装置（ＲＮＣ）５と、交換局（ＭＳＣ）６と、コアネ
ットワーク（ＣＮ）７とを含む。なお、無線基地局制御装置５に接続されるＣＤＭＡ無線
基地局装置は、３台以上であってもよい。
【００４２】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置３およびＣＤＭＡ無線基地局装置４のそれぞれは、所定の場所
に固定的に設置される従来のＣＤＭＡ無線基地局装置である。ＣＤＭＡ無線基地局装置３
およびＣＤＭＡ無線基地局装置４のそれぞれは、自己のセル内に存在している携帯電話端
末装置８とＣＤＭＡ方式で無線通信を行う。
【００４３】
　無線基地局制御装置５は、制御部５１とメモリ５２とを含む。
【００４４】
　制御部５１は、ＣＤＭＡ無線基地局装置１とＣＤＭＡ無線基地局装置３およびＣＤＭＡ
無線基地局装置４と接続する。また、制御部５１は、交換局６と接続する。メモリ５２は
、制御部５１に接続されているＣＤＭＡ無線基地局装置が使用している無線周波数および
拡散符号系列とを格納する。
【００４５】
　制御部５１は、無線基地局制御装置５の動作を制御する。
【００４６】
　例えば、制御部５１は、ＣＤＭＡ無線基地局装置１とＣＤＭＡ無線基地局装置３および
ＣＤＭＡ無線基地局装置４のそれぞれの通信動作を直接的に制御する。
【００４７】
　制御部５１は、ＣＤＭＡ無線基地局装置１が無線基地局制御装置５に接続されたことを
示す接続通知メッセージをＣＤＭＡ無線基地局装置１から受け取ると、無線基地局制御装
置５に接続されているＣＤＭＡ無線基地局装置（本実施例では、ＣＤＭＡ無線基地局装置
３およびＣＤＭＡ無線基地局装置４）が使用している無線周波数および拡散符号系列とを
メモリ５２から読み出し、その読み出した無線周波数および拡散符号系列とを示す他の無
線基地局装置情報通知メッセージをＣＤＭＡ無線基地局装置１に供給する。
【００４８】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、例えば、一般家庭に設置される家庭用小型無線基地局装
置であり、自己のセル内に存在している携帯電話端末装置８とＣＤＭＡ方式で無線通信を
行う。なお、ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、一般家庭に設置される家庭用小型無線基地局
装置に限らず適宜変更可能である。
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【００４９】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、無線基地局制御装置５と接続されると、無線基地局制御
装置５に接続通知メッセージを供給する。また、ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、無線基地
局制御装置５から送信された他の無線基地局装置情報通知メッセージを受け取る。
【００５０】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、他の無線基地局装置情報通知メッセージを受け取ると、
その受け取った他の無線基地局装置情報通知メッセージに示された無線周波数および拡散
符号系列とを用いて、ＣＤＭＡ無線基地局装置３およびＣＤＭＡ無線基地局装置４のぞれ
ぞれから送信されている無線信号を受信する。
【００５１】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、それら受信した無線信号の各受信信号レベル（受信信号
電力レベル）およびそれら受信した無線信号の各受信タイミングを測定する。なお、受信
した無線信号の受信信号レベルおよび受信タイミングのそれぞれは、その無線信号を送信
した無線基地局装置からの距離を示す距離情報である。具体的には、受信信号レベルは、
無線信号を送信した無線基地局装置からの距離が長くなるほど減少していき、また、受信
タイミングは、無線信号を送信した無線基地局装置からの距離が長くなるほど基準時刻（
無線信号の送信時刻）より遅くなる。
【００５２】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、他の無線基地局装置情報通知メッセージに示された拡散
符号系列を用いて、それら受信した無線信号に含まれる報知情報および拡散符号系列を取
得する。なお、報知情報には、その報知情報を含む無線信号を送信した無線基地局装置を
特定する特定情報が含まれる。また、拡散符号系列は特定の無線基地局装置によって使用
されるため、拡散符号系列は無線基地局装置を特定する特定情報となる。
【００５３】
　また、ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、ユーザによって入力されるユーザ希望情報を受け
付ける。なお、本実施例では、ユーザ希望情報は、ＣＤＭＡ無線基地局装置１の希望セル
半径および希望接続端末数とを示す。
【００５４】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、他の無線基地局装置情報通知メッセージを利用して受信
した無線信号から得た情報（具体的には、受信信号レベルと受信タイミングと拡散符号系
列および報知情報）を示す受信信号情報と、ユーザによって入力されたユーザ希望情報と
、ＣＤＭＡ無線基地局装置１の無線通信処理能力を示す能力情報と、ＣＤＭＡ無線基地局
装置１を特定するための識別情報とを示す設定要求通知メッセージを生成する。
【００５５】
　なお、ＣＤＭＡ無線基地局装置１を特定するための識別情報は、ＣＤＭＡ無線基地局装
置１内に予め格納されている。
【００５６】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、その生成した設定要求通知メッセージを、無線基地局制
御装置５と交換局６およびコアネットワーク７とを介して、無線基地局情報登録装置２に
供給する。
【００５７】
　交換局６は、無線基地局制御装置５を含むいくつかの無線基地局制御装置と接続する。
交換局６は、無線基地局制御装置５の動作を制御する。交換局６は、コアネットワーク７
と接続し、コアネットワーク７を介して他の交換局（不図示）およびサーバー群（不図示
）と通信する。
【００５８】
　コアネットワーク７は、無線基地局情報登録装置２と接続し、さらにゲートウェイ（不
図示）を経由して公衆交換電話網（ＰＳＴＮ：Public Switched Telephone Networks）お
よびインターネット１０と接続している。
【００５９】
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　無線基地局情報登録装置２は、既存の無線基地局装置を特定する特定情報と、その既存
の無線基地局装置の位置と、その既存の無線基地局装置の通信仕様（使用周波数とセル半
径と拡散符号系列とを含む。）とを関連づけて格納する情報保存部を有している。
【００６０】
　無線基地局情報登録装置２は、ＣＤＭＡ無線基地局装置１から供給された設定要求通知
メッセージを受け取ると、その受け取った設定要求通知メッセージで示された識別情報に
よって示されるＣＤＭＡ無線基地局装置１を示す特定情報が、自己の情報保存部に格納さ
れていると、その特定情報と、その特定情報に関連づけられて格納されている既存の無線
基地局装置の位置およびその通信仕様とを自己の情報保存部から削除する。
【００６１】
　続いて、無線基地局情報登録装置２は、その受け取った設定要求通知メッセージおよび
情報保存部に格納されている情報とに基づいて、無線基地局装置３および無線基地局装置
４による無線通信に悪影響を極力及ぼさずに無線基地局装置１を使用することが可能とな
るように、無線基地局装置１の周波数、拡散符号系列、最大信号送信レベル、送信タイミ
ングおよびセル半径などを含む無線基地局装置１の通信仕様を決定する。無線基地局情報
登録装置２は、その決定した通信仕様を示す設定情報通知メッセージを生成する。
【００６２】
　無線基地局情報登録装置２は、その生成した設定情報通知メッセージを自己の情報保存
部に保存し、その後、その生成した設定情報通知メッセージを、コアネットワーク７と交
換局６および無線基地局制御装置５とを経由して、ＣＤＭＡ無線基地局装置１に供給する
。
【００６３】
　なお、無線基地局制御装置５の制御部５１は、携帯電話端末装置８のハンドオーバーな
どの管理のため、および、他のＣＤＭＡ無線基地局装置が新規に接続してきたときのため
に、無線基地局情報登録装置２から供給された設定情報通知メッセージを自己のメモリ５
２に保存する。制御部５１は、その後、その設定情報通知メッセージをＣＤＭＡ無線基地
局装置１に供給する。
【００６４】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、無線基地局制御装置５から供給された設定情報通知メッ
セージに基づいて、自己のＣＤＭＡ通信の基本設定を行う。この設定により、ＣＤＭＡ無
線基地局装置１は、無線チャネルおよび論理チャネルの設定が可能になる。
【００６５】
　図２は、ＣＤＭＡ無線基地局装置１の一例を示したブロック図である。図２において、
ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、アンテナ部１ａ、ＲＦ（無線通信）部１ｂ、ベースバンド
処理部１ｃ、サブＲＦ（無線通信）部１ｄ、サブベースバンド処理部１ｅ、入力部１ｆお
よび制御部１ｇとを含む。
【００６６】
　アンテナ部１ａは、携帯電話端末装置８とＣＤＭＡ方式の無線通信を行う。また、アン
テナ部１ａは、ＣＤＭＡ無線基地局装置１と異なるＣＤＭＡ無線基地局装置から送信され
る無線信号を受信する。
【００６７】
　ＲＦ部１ｂは、アンテナ部１ａが携帯電話端末装置８から送信された無線信号を受信す
ると、その受信された無線信号をベースバンド信号に変換する復調処理を行い、また、ベ
ースバンド処理部１ｃから供給された携帯電話端末装置８宛てのベースバンド信号を送信
信号（無線信号）に変換する変調処理を行う。
【００６８】
　また、ＲＦ部１ｂは、アンテナ部１ａから送信する携帯電話端末装置８宛ての無線信号
の送信パワーの制御を行う。
【００６９】
　なお、ＲＦ部１ｂの通信仕様は、制御部１ｇによって設定される。
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【００７０】
　ベースバンド処理部１ｃは、無線チャネルおよび論理チャネルのディジタル信号処理を
行う。
【００７１】
　例えば、ベースバンド処理部１ｃは、ＲＦ部１ｂから供給されるベースバンド信号に対
してディジタル信号処理を行い、そのディジタル信号処理されたベースバンド信号を制御
部１ｇに供給する。また、ベースバンド処理部１ｃは、制御部１ｇから供給される携帯電
話端末装置８宛ての送信用の信号に対してディジタル信号処理を行い、そのディジタル信
号処理により生成された携帯電話端末装置８宛てのベースバンド信号をＲＦ部１ｂに供給
する。
【００７２】
　なお、ベースバンド処理部１ｃの通信仕様は、制御部１ｇによって設定される。
【００７３】
　ＲＦ部１ｂとベースバンド処理部１ｃとは、無線通信部１ｈに含まれる。無線通信部１
ｈは、携帯電話端末装置８と無線通信を行う。無線通信部１ｈの通信仕様（例えば、周波
数、拡散符号系列、セル半径、最大信号送信レベルおよび送信タイミング）は、制御部１
ｇによって設定される。
【００７４】
　サブＲＦ部１ｄは、無線基地局制御装置５から供給された他の無線基地局装置情報通知
メッセージに示された周波数の無線信号、つまり他のＣＤＭＡ無線基地局装置から送信さ
れた無線信号をアンテナ部１ａに受信させ、アンテナ部１ａによって受信された他のＣＤ
ＭＡ無線基地局装置から送信された無線信号をベースバンド信号に変換する復調処理を行
う。サブＲＦ部１ｄは、復調処理によって生成されたベースバンド信号をサブベースバン
ド処理部１ｅに供給する。
【００７５】
　サブベースバンド処理部１ｅは、無線基地局制御装置５から供給された他の無線基地局
装置情報通知メッセージに示された拡散符号系列に基づいて、サブＲＦ部１ｄから供給さ
れたベースバンド信号を逆拡散する。
【００７６】
　サブベースバンド処理部１ｅは、逆拡散によって得られた信号を用いて、拡散符号系列
を取得し、さらに、3GPP TS25.211 V5.5.0で規定されているような共通パイロットチャネ
ル（CPICH）の平均受信電力およびその受信タイミングを測定し、さらにプライマリ共通
制御物理チャネル（PCCPCH）を復号して、そこに含まれる他の無線基地局装置の報知情報
の内容を確認する。
【００７７】
　サブベースバンド処理部１ｅは、共通パイロットチャネルの平均受信電力およびその受
信タイミングと、プライマリ共通制御物理チャネルに含まれる報知情報と、取得した拡散
符号系列を含む受信信号情報を制御部１ｇに供給する。
【００７８】
　サブＲＦ部１ｄとサブベースバンド処理部１ｅとは、検出部１ｉに含まれる。検出部１
ｉは、アンテナ部１ａによって受信された無線信号から、受信信号レベル（距離情報）と
受信タイミング（距離情報）と拡散符号系列（特定情報）および報知情報（特定情報）と
を検出する。
【００７９】
　なお、本実施例では、検出部１ｉは２種類の距離情報を検出するが、検出部１ｉは１種
類の距離情報のみを検出してもよい。また、本実施例では、検出部１ｉは２種類の特定情
報を検出するが、検出部１ｉは１種類の特定情報のみを検出してもよい。
【００８０】
　入力部１ｆは、ユーザによって入力される種々の情報を受け付ける。例えば、入力部１
ｆは、ユーザによって入力される、無線基地局装置１の希望セル半径および無線基地局装
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置１の希望接続端末数とを示すユーザ希望情報を受け付ける。
【００８１】
　制御部１ｇは、ＣＤＭＡ無線基地局装置１の動作を管理し、また、無線基地局制御装置
５とのインターフェース機能を持つ。制御部１ｇは、メッセージ生成部１ｇ１と、通信部
１ｇ２と、通信仕様設定部１ｇ３と、通信制御部１ｇ４と、メモリ１ｇ５とを含む。
【００８２】
　識別情報格納部としてのメモリ１ｇ５は、ＣＤＭＡ無線基地局装置１を示す識別情報を
予め格納している。
【００８３】
　メッセージ生成部１ｇ１は、検出部１ｉから供給される受信信号情報と、メモリ１ｇ５
から読み出したＣＤＭＡ無線基地局装置１の識別情報と、を示す設定要求通知メッセージ
を生成する。
【００８４】
　なお、メッセージ生成部１ｇ１は、設定要求通知メッセージとして、受信信号情報と、
ＣＤＭＡ無線基地局装置１の識別情報と、ユーザによって入力されたユーザ希望情報と、
を示す設定要求通知メッセージを生成することが望ましい。
【００８５】
　また、メッセージ生成部１ｇ１は、設定要求通知メッセージとして、受信信号情報と、
ＣＤＭＡ無線基地局装置１の識別情報と、無線通信部１ｈの通信処理能力を示す能力情報
と、を示す設定要求通知メッセージを生成することが望ましい。
【００８６】
　また、メッセージ生成部１ｇ１は、設定要求通知メッセージとして、受信信号情報と、
ＣＤＭＡ無線基地局装置１の識別情報と、無線通信部１ｈの通信処理能力を示す能力情報
と、ユーザによって入力されたユーザ希望情報と、を示す設定要求通知メッセージを生成
することが望ましい。
【００８７】
　本実施例では、メッセージ生成部１ｇ１は、設定要求通知メッセージとして、受信信号
情報と、ＣＤＭＡ無線基地局装置１の識別情報と、無線通信部１ｈの通信処理能力を示す
能力情報と、ユーザによって入力されたユーザ希望情報と、を示す設定要求通知メッセー
ジを生成する。なお、無線通信部１ｈの通信処理能力を示す能力情報は、メモリ１ｇ５に
予め格納されており、メッセージ生成部１ｇ１は、設定要求通知メッセージを生成する際
、メモリ１ｇ５からＣＤＭＡ無線基地局装置１の識別情報とともに能力情報を読み出す。
【００８８】
　情報送信部としての通信部１ｇ２は、メッセージ生成部１ｇ１によって生成された設定
要求通知メッセージを、無線基地局制御装置５と交換局６およびコアネットワーク７とを
介して、無線基地局情報登録装置２に供給する。
【００８９】
　また、設定情報受信部としての通信部１ｇ２は、無線基地局設定装置２から供給された
設定情報を受け取る。
【００９０】
　通信仕様設定部１ｇ３は、通信部１ｇ２によって受け取られた設定情報に基づいて無線
通信部１ｈの通信仕様を設定する。
【００９１】
　具体的には、通信仕様設定部１ｇ３は、ベースバンド処理部１ｃの通信仕様（例えば、
拡散符号系列）を設定し、ＲＦ部１ｂの通信仕様（例えば、周波数、セル半径、最大信号
送信レベルおよび送信タイミング）を設定する。
【００９２】
　通信制御部１ｇ４は、無線通信部１ｈと無線基地局制御装置５との間の携帯電話通信を
制御する。
【００９３】
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　図３は、無線基地局情報登録装置２の一例を示したブロック図である。図３において、
無線基地局情報登録装置２は、外部入出力部２ａと、情報保存部２ｂと、メモリ部２ｃお
よび中央演算制御部２ｄとを含む。
【００９４】
　情報受信部および通信仕様送信部としての外部入出力部２ａは、ＣＤＭＡ無線基地局装
置１から供給された設定要求通知メッセージを受け取る。
【００９５】
　情報保存部２ｂは、既存の無線基地局装置を特定する特定情報と、その既存の無線基地
局装置の位置と、その既存の無線基地局装置の通信仕様（無線周波数とセル半径と拡散符
号系列）と、を無線基地局装置ごとに関連づけて格納している。
【００９６】
　コンピューターによって読み取り可能な記録媒体としてのメモリ部２ｃは、無線基地局
情報登録装置２の動作を規定するプログラムを格納している。
【００９７】
　コンピューターである中央演算制御部２ｄは、メモリ部２ｃに格納されているプログラ
ムを読み出し、読み出したプログラムを実行することによって無線基地局情報登録装置２
の動作を制御する。
【００９８】
　例えば、中央演算制御部２ｄは、外部入出力部２ａによって受信された設定要求通知メ
ッセージに基づいて、情報保存部２ｂに格納されている情報を更新し、その更新された情
報保存部２ｂの情報と設定要求通知メッセージとに基づいて、ＣＤＭＡ無線基地局装置１
の無線通信部１ｉの通信仕様を決定する。
【００９９】
　具体的には、中央演算制御部２ｄは、外部入出力部２ａが受け取った設定要求通知メッ
セージで示された識別情報によって示される無線基地局装置を示す特定情報が、情報保存
部２ｂに格納されていると、その特定情報と、その特定情報に関連づけられて格納されて
いる既存の無線基地局装置の位置およびその通信仕様とを情報保存部２ｂから削除する。
【０１００】
　なお、外部入出力部２ａが受け取った設定要求通知メッセージで示された識別情報によ
って示される無線基地局装置を示す特定情報が情報保存部２ｂに格納されていない場合、
中央演算制御部２ｄは、情報保存部２ｂに格納されている情報を維持する。
【０１０１】
　続いて、中央演算制御部２ｄは、その受け取った設定要求通知メッセージおよび情報保
存部２ｂに格納されている情報とに基づいて、無線基地局装置３および無線基地局装置４
による無線通信に悪影響を極力及ぼさずに無線基地局装置１を使用することが可能となる
ように、無線基地局装置１の周波数、拡散符号系列、最大信号送信レベル、送信タイミン
グおよびセル半径などを含む無線基地局装置１の通信仕様を決定する。
【０１０２】
　具体的には、中央演算制御部２ｄは、外部入出力部２ａによって受け取られた特定情報
と関連づけられて情報保存部２ｂに格納されている既存の無線基地局装置の位置と外部入
出力部２ａによって受け取られた距離情報とに基づいてＣＤＭＡ無線基地局装置１の位置
を推定する。
【０１０３】
　中央演算制御部２ｄは、その推定された位置の周囲に存在する既存の無線基地局装置の
通信仕様を情報保存部２ｂから読み出す。
【０１０４】
　中央演算制御部２ｄは、その読み出した既存の無線基地局装置の通信仕様と推定された
位置とに基づいて、無線通信部１ｈの通信仕様を決定する。
【０１０５】
　外部入出力部２ａは、中央演算制御部２ｄによって決定された無線通信部１ｉの通信仕
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様を、コアネットワーク７と交換局６および無線基地局制御装置５とを介して、ＣＤＭＡ
無線基地局装置１に供給する。
【０１０６】
　また、中央演算制御部２ｄは、ＣＤＭＡ無線基地局装置１の情報（管理ＩＤ、収容され
ている無線基地局制御装置５のＩＤ、使用周波数、セル半径、(複数セクタ構成であれば
セクタ数）、拡散符号系列情報、最大信号送信レベルなどの情報）を情報保存部２ｂに格
納する。
【０１０７】
　次に、動作を説明する。
【０１０８】
　図４は、図１に示した無線基地局装置設定システムの動作を説明するためのシーケンス
図である。以下、図４を参照して、図１に示した無線基地局装置設定システムの動作を説
明する。
【０１０９】
　ステップ４１では、ＣＤＭＡ無線基地局装置１が無線基地局制御装置５と接続される。
なお、ＣＤＭＡ無線基地局装置１と無線基地局制御装置５とを接続する回線の種別、例え
ば、有線／無線、専用線／インターネット等の種別は、特に限定されない。
ＣＤＭＡ無線基地局装置１が無線基地局制御装置５と接続されると、ＣＤＭＡ無線基地局
装置１はステップ４２を実行する。
【０１１０】
　ステップ４２では、ＣＤＭＡ無線基地局装置１内のメッセージ生成部１ｇ１は、ＣＤＭ
Ａ無線基地局装置１が無線基地局制御装置５に接続されたことを示す接続通知メッセージ
を生成する。通信部１ｇ２は、メッセージ生成部１ｇ１によって生成された接続通知メッ
セージを予め決められたプロトコルおよびフォーマットで無線基地局制御装置５に供給す
る。無線基地局制御装置５は、接続通知メッセージを受け取ると、ステップ４３を実行す
る。
【０１１１】
　ステップ４３では、無線基地局制御装置５内の制御部５１は、無線基地局制御装置５に
既に接続されているＣＤＭＡ無線基地局装置３およびＣＤＭＡ無線基地局装置４のぞれぞ
れが使用している無線周波数および拡散符号系列とをメモリ５２から読み出す。制御部５
１は、その読み出した無線周波数および拡散符号系列とを示す他の無線基地局装置情報通
知メッセージをＣＤＭＡ無線基地局装置１に送信する。
【０１１２】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、他の無線基地局装置情報通知メッセージを受け取ると、
ステップ４４を実行する。
【０１１３】
　ステップ４４では、ＣＤＭＡ無線基地局装置１の通信部１ｇ２が他の無線基地局装置情
報通知メッセージを受け取ると、通信仕様設定部１ｇ３は、その他の無線基地局装置情報
通知メッセージによって示された無線周波数および拡散符号系列に基づいて、検出部１ｉ
がＣＤＭＡ無線基地局装置３およびＣＤＭＡ無線基地局装置４から送信されている無線信
号を受信できるように検出部１ｉの通信仕様を設定する。
【０１１４】
　例えば、通信仕様設定部１ｇ３は、他の無線基地局装置情報通知メッセージによって示
された無線周波数をサブＲＦ部１ｄに供給して、サブＲＦ部１ｄがＣＤＭＡ無線基地局装
置３およびＣＤＭＡ無線基地局装置４から送信されている無線信号を受信および復調でき
るようにする。
【０１１５】
　さらに、通信仕様設定部１ｇ３は、他の無線基地局装置情報通知メッセージによって示
された拡散符号系列をサブベースバンド処理部１ｅに供給して、サブベースバンド処理部
１ｅがサブＲＦ部１ｄによって復調された信号を、時間同期をとった上で逆拡散できるよ
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うにする。
【０１１６】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、ステップ４４を終了するとステップ４５を実行する。
【０１１７】
　ステップ４５では、サブＲＦ部１ｄは、無線基地局制御装置５から供給された他の無線
基地局装置情報通知メッセージに示された無線周波数の無線信号、つまりＣＤＭＡ無線基
地局装置１と異なる他のＣＤＭＡ無線基地局装置から送信された無線信号をアンテナ部１
ａに受信させ、アンテナ部１ａによって受信された他のＣＤＭＡ無線基地局装置から送信
された無線信号をベースバンド信号に変換する復調処理を行う。サブＲＦ部１ｄは、復調
処理によって生成されたベースバンド信号をサブベースバンド処理部１ｅに供給する。
【０１１８】
　サブベースバンド処理部１ｅは、無線基地局制御装置５から供給された他の無線基地局
装置情報通知メッセージに示された拡散符号系列に基づいて、サブＲＦ部１ｄから供給さ
れたベースバンド信号を逆拡散する。
【０１１９】
　サブベースバンド処理部１ｅは、逆拡散によって得られた信号を用いて、拡散符号系列
を取得し、さらに、3GPP TS25.211 V5.5.0で規定されているような共通パイロットチャネ
ル（CPICH）の平均受信電力およびその受信タイミングを測定する。
【０１２０】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、ステップ４５を終了するとステップ４６を実行する。
【０１２１】
　ステップ４６では、サブベースバンド処理部１ｅは、さらに、プライマリ共通制御物理
チャネル（PCCPCH）を復号して、そこに含まれる他の無線基地局装置の報知情報の内容を
確認する。
【０１２２】
　サブベースバンド処理部１ｅは、共通パイロットチャネルの平均受信電力およびその受
信タイミングと、プライマリ共通制御物理チャネルに含まれる報知情報と、取得した拡散
符号系列を含む受信信号情報を制御部１ｇに供給する。
【０１２３】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、ステップ４６を終了するとステップ４７を実行する。
【０１２４】
　ステップ４７では、メッセージ生成部１ｇ１は、検出部１ｉから供給された受信信号情
報と、メモリ１ｇ５に格納しているＣＤＭＡ無線基地局装置１の識別情報と、メモリ１ｇ
５に格納している無線通信部１ｈの通信処理能力を示す能力情報と、ユーザによって入力
されたユーザ希望情報と、を示す設定要求通知メッセージを生成する。
【０１２５】
　なお、本実施例では、無線通信部１ｈの通信処理能力を示す能力情報として、無線通信
部１ｈが出力できる周波数帯域と、無線通信部１ｈが同時に処理できる周波数の数と、無
線通信部１ｈの最大送信電力、無線通信部１ｈのセクタ数が用いられる。
【０１２６】
　また、本実施例では、ユーザ希望情報として、希望セル半径と、希望接続端末数が用い
られる。
【０１２７】
　通信部１ｇ２は、メッセージ生成部１ｇ１によって生成された設定要求通知メッセージ
を、無線基地局制御装置５に供給する。
【０１２８】
　無線基地局制御装置５は、ＣＤＭＡ無線基地局装置１から供給された設定要求通知メッ
セージを受け取ると、ステップ４８を実行する。
【０１２９】
　ステップ４８では、無線基地局制御装置５は、新規にＣＤＭＡ無線基地局装置１が無線
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基地局制御装置５に接続したことの通知（新規接続通知）も兼ねて、ＣＤＭＡ無線基地局
装置１から供給された設定要求通知メッセージを、交換局６およびコアネットワーク７と
を介して、無線基地局情報登録装置２に供給する。
【０１３０】
　無線基地局情報登録装置２は、ＣＤＭＡ無線基地局装置１から供給された設定要求通知
メッセージを受け取ると、ステップ４９を実行する。
【０１３１】
　ステップ４９では、外部入出力部２ａが、ＣＤＭＡ無線基地局装置１から供給された設
定要求通知メッセージを受信する。中央演算制御部２ｄは、外部入出力部２ａによって受
信された設定要求通知メッセージに基づいて、情報保存部２ｂに格納されている情報を更
新し、その更新された情報保存部２ｂの情報と設定要求通知メッセージとに基づいて、Ｃ
ＤＭＡ無線基地局装置１の無線通信部１ｉの通信仕様を決定する。
【０１３２】
　例えば、中央演算制御部２ｄは、外部入出力部２ａが受け取った設定要求通知メッセー
ジで示された識別情報によって示される無線基地局装置と同じ無線基地局装置を示す特定
情報が情報保存部２ｂに格納されていると、その特定情報と、その特定情報に関連づけら
れて格納されている既存の無線基地局装置の位置およびその通信仕様とを情報保存部２ｂ
から削除する。
【０１３３】
　なお、外部入出力部２ａが受け取った設定要求通知メッセージで示された識別情報によ
って示される無線基地局装置を示す特定情報が情報保存部２ｂに格納されていない場合、
中央演算制御部２ｄは、情報保存部２ｂに格納されている情報を維持する。
【０１３４】
　続いて、中央演算制御部２ｄは、その受け取った設定要求通知メッセージおよび情報保
存部２ｂに格納されている情報とに基づいて、無線基地局装置３および無線基地局装置４
による無線通信に悪影響を極力及ぼさずに無線基地局装置１を使用することが可能となる
ように、無線基地局装置１の周波数、拡散符号系列、最大信号送信レベル、送信タイミン
グおよびセル半径などを含む無線基地局装置１の通信仕様を決定する。
【０１３５】
　具体的には、中央演算制御部２ｄは、まず、外部入出力部２ａによって受け取られた特
定情報と関連づけられて情報保存部２ｂに格納されている既存の無線基地局装置の位置と
外部入出力部２ａによって受け取られた距離情報とに基づいてＣＤＭＡ無線基地局装置１
の位置を推定する。
【０１３６】
　中央演算制御部２ｄは、その推定された位置の周囲に存在する既存の無線基地局装置の
通信仕様（無線周波数、セル半径および拡散符号系列）を情報保存部２ｂから読み出す。
【０１３７】
　中央演算制御部２ｄは、その読み出した既存の無線基地局装置の通信仕様と推定された
位置とに基づいて、無線通信部１ｈの通信仕様を決定する。なお、本実施例では、無線通
信部１ｈの通信仕様として、周波数、拡散符号系列、セル半径、最大信号送信レベルおよ
び送信タイミングが用いられる。
【０１３８】
　まず、無線通信部１ｈの周波数の決定動作を説明する。
【０１３９】
　中央演算制御部２ｄは、能力情報によって示された無線通信部１ｈ（具体的には、ＲＦ
部１ｂ）の周波数帯域を確認する。
【０１４０】
　続いて、中央演算制御部２ｄは、能力情報によって示された無線通信部１ｈの周波数帯
域の中で、周囲に存在する既存の無線基地局装置のうちＣＤＭＡ無線基地局装置１に隣接
するＣＤＭＡ無線基地局装置（本実施例では、ＣＤＭＡ無線基地局装置３および４）で使



(20) JP 4458247 B2 2010.4.28

10

20

30

40

50

用されている無線周波数と同じ周波数を、無線通信部１ｈの周波数として割り当てる。こ
の周波数の割り当てにより、隣接セルとの間でソフトハンドオーバが可能になる。
【０１４１】
　なお、ＣＤＭＡ無線基地局装置１が複数の周波数を同時に使用できる能力をもち、ユー
ザ希望情報によって示された希望接続端末数が所定の数より多い場合には、中央演算制御
部２ｄは、さらに、無線通信部１ｈ（具体的には、ＲＦ部１ｂ）の周波数帯域の中から、
先に割り当てた周波数と異なる周波数を無線通信部１ｈの周波数として割り当てる。
【０１４２】
　次に、無線通信部１ｈの拡散符号系列の決定動作を説明する。
【０１４３】
　中央演算制御部２ｄは、情報保存部２ｂから読み出した、周囲に存在する既存の無線基
地局装置の通信仕様に含まれる拡散符号系列と重複しない拡散符号系列を無線通信部１ｈ
の拡散符号系列として割り当てる。
【０１４４】
　次に、無線通信部１ｈのセル半径の決定動作を説明する。
【０１４５】
　中央演算制御部２ｄは、ユーザ希望情報によって示されるセル半径と、能力情報によっ
て示される無線通信部１ｈ（具体的には、ＲＦ部１ｂ）の最大送信電力と、周囲に存在す
る既存の無線基地局装置のうちＣＤＭＡ無線基地局装置１に隣接するＣＤＭＡ無線基地局
装置（本実施例では、ＣＤＭＡ無線基地局装置３および４）で使用されているセル半径と
に基づき、セル間で無線信号の干渉が極力発生しないように、ネットワーク全体のバラン
スを考慮して、無線通信部１ｈのセル半径を決定する。
【０１４６】
　次に、無線通信部１ｈの最大信号送信レベルの決定動作を説明する。
【０１４７】
　中央演算制御部２ｄは、無線通信部１ｈのセル半径に基づいて、セルの端まで無線信号
がある品質以上で到達できる送信レベルを求め、その求めた送信レベルをＣＤＭＡ無線基
地局装置１が実際に送信できる信号の最大信号送信レベルとして決定する。
【０１４８】
　次に、無線通信部１ｈの送信タイミングの決定動作を説明する。
【０１４９】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置１がセクタ構成をとりかつそのセクタが複数ある場合には、中
央演算制御部２ｄは、それぞれのセクタから信号が送信されるタイミングをずらすオフセ
ット値を決める。なお、中央演算制御部２ｄは、ＣＤＭＡ無線基地局装置１の各セクタで
オフセット値が重複しないようにオフセット値を決める。因みに、ＣＤＭＡ無線基地局装
置１がセクタ構成をとらない（１セクタ構成）であっても、中央演算制御部２ｄは、オフ
セット値を任意に決める。
【０１５０】
　無線基地局情報登録装置２は、ステップ４９を終了するとステップ５０を実行する。
【０１５１】
　ステップ５０では、中央演算制御部２ｄは、ステップ４９で決定した無線通信部１ｈの
通信仕様を含むＣＤＭＡ無線基地局装置１の情報（管理ＩＤ、収容されている無線基地局
制御装置５のＩＤ、使用周波数、セル半径、(複数セクタ構成であればセクタ数）、拡散
符号系列情報、最大信号送信レベルなどの情報）を設定情報として情報保存部２ｂに格納
する。
【０１５２】
　無線基地局情報登録装置２は、ステップ５０を終了するとステップ５１を実行する。
【０１５３】
　ステップ５１では、外部入出力部２ａは、中央演算制御部２ｄによって決定された無線
通信部１ｉの通信仕様を、設定情報として示す設定情報通知メッセージをコアネットワー
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ク７と交換局６を介して、無線基地局制御装置５に供給する。
【０１５４】
　無線基地局制御装置５は、無線基地局情報登録装置２から供給された設定情報通知メッ
セージを受け取るとステップ５２を実行する。
【０１５５】
　ステップ５２では、無線基地局制御装置５の制御部５１は、無線基地局情報登録装置２
から供給された設定情報通知メッセージを自己のメモリ５２に保存する。
【０１５６】
　無線基地局制御装置５は、ステップ５２を終了するとステップ５３を実行する。
【０１５７】
　ステップ５３では、無線基地局制御装置５の制御部５１は、設定情報通知メッセージを
ＣＤＭＡ無線基地局装置１に供給する。
【０１５８】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、無線基地局情報登録装置２から供給された設定情報通知
メッセージを受け取るとステップ５４を実行する。
【０１５９】
　ステップ５４では、ＣＤＭＡ無線基地局装置１の通信部１ｇ２は、無線基地局設定装置
２から送信された設定情報通知メッセージを受信し、通信仕様設定部１ｇ３は、通信部１
ｇ２によって受信された設定情報通知メッセージに示された設定情報に基づいて無線通信
部１ｈの通信仕様を設定する。
【０１６０】
　具体的には、通信仕様設定部１ｇ３は、通信部１ｇ２によって受信された設定情報通知
メッセージに示された設定情報に基づいて、ベースバンド処理部１ｃの通信仕様（拡散符
号系列）を設定し、ＲＦ部１ｂの通信仕様（周波数、セル半径、最大信号送信レベルおよ
び送信タイミング）を設定する。
【０１６１】
　ＣＤＭＡ無線基地局装置１は、ステップ５４での設定により、チャネル設定待ち受け状
態となる。
【０１６２】
　本実施例では、無線基地局情報登録装置２は、情報保存部２ｂに格納されている情報の
中に、ＣＤＭＡ無線基地局装置１から供給された識別情報によって示されるＣＤＭＡ無線
基地局装置１に関する情報（特定情報と位置および通信仕様）があればそれらの情報を削
除し、かつ、ＣＤＭＡ無線基地局装置１の位置を推定する。
【０１６３】
　無線基地局情報登録装置２は、その後、その推定された位置の周囲に存在する既存の無
線基地局装置の通信仕様を情報保存部２ｂから読み出し、その読み出した既存の無線基地
局装置の通信仕様およびその推定された位置とに基づいて無線通信部１ｈの通信仕様を決
定する。
【０１６４】
　このため、無線基地局情報登録装置２は、ＣＤＭＡ無線基地局装置１から特定情報、距
離情報および識別情報とが供給されるたびに、ＣＤＭＡ無線基地局装置１に含まれる無線
通信部１ｈの通信仕様を、他の無線基地局装置の無線通信が不通にならないように、自動
的に設定することが可能になる。
【０１６５】
　したがって、例えば、ＣＤＭＡ無線基地局装置１がユーザによって移動させられても、
ＣＤＭＡ無線基地局装置壱は、その移動先に応じた通信仕様で動作することが可能となる
。
【０１６６】
　図５は、ＣＤＭＡ無線基地局装置１の他の例を示したブロック図である。図５において
、図２に示したものと同一構成のものには同一符号を付してある。
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【０１６７】
　図５において、位置情報取得部１ｊは、ＧＰＳ（Global Positioning System）衛星に
よって提供される現在位置を示す位置情報を取得する。
【０１６８】
　メッセージ生成部１ｇ６は、設定要求通知メッセージとして、検出部１ｉから供給され
た受信信号情報と、メモリ１ｇ５から読み出したＣＤＭＡ無線基地局装置１の識別情報と
、メモリ１ｇ５から読み出した無線通信部１ｈの通信処理能力を示す能力情報と、ユーザ
によって入力されたユーザ希望情報と、位置情報取得部１ｊによって取得された位置情報
と、を示す設定要求通知メッセージを生成する。
【０１６９】
　通信部１ｇ２は、メッセージ生成部１ｇ６によって生成された設定要求通知メッセージ
を、無線基地局制御装置５と交換局６およびコアネットワーク７とを介して、無線基地局
情報登録装置２に供給する。
【０１７０】
　この場合、無線基地局情報登録装置２の中央演算制御部２ｄは、ＣＤＭＡ無線基地局装
置１の位置を推定する際、先に示した実施例による位置推定に加えて、外部入出力部２ａ
によって受け取られた設定要求通知メッセージ内に含まれる位置情報によっても、ＣＤＭ
Ａ無線基地局装置１の位置を推定することが可能になる。よって、いずれか一方の情報に
よる位置推定が困難な場合は、他方の情報に基づいて、ＣＤＭＡ無線基地局装置１の位置
を推定することが可能となる。
【０１７１】
　また、先に示した実施例による位置推定結果をＧＰＳによる位置情報と照合すれば、無
線基地局装置の位置を高い精度で推定することが可能となり、このため、無線基地局装置
に含まれる無線通信部の通信仕様が、高い確率で、他の無線基地局装置の無線通信が不通
にならないように自動的に設定されることが可能になる。
【０１７２】
　なお、上記各実施例において、ＣＤＭＡ無線基地局装置１が無線基地局制御装置５に接
続されたときだけでなく、接続後も定期的にＣＤＭＡ無線基地局装置１において測定した
他の無線基地局装置からの無線信号の受信信号レベルおよび受信タイミングなどの情報を
無線基地局情報登録装置２に送り、ＣＤＭＡ無線基地局装置１の無線通信部１ｈの通信仕
様の設定を変更するようにしてもよい。この場合、設定変更時に多少の信号の送受信に瞬
断が発生することを許容すれば、ＣＤＭＡ無線基地局装置１を使用した状態でＣＤＭＡ無
線基地局装置１を移動させることが可能になる。
【０１７３】
　さらに、本発明は上記の各実施例に限定されるものではなく、基地局装置があればどの
ような携帯電話システム・移動体通信システムにおいても適用できる。
【図面の簡単な説明】
【０１７４】
【図１】本発明の一実施例の無線基地局装置設定システムを示したブロック図である。
【図２】図１に示した無線基地局装置の一例を示したブロック図である。
【図３】図１に示した無線基地局情報登録装置の一例を示したブロック図である。
【図４】図１に示した無線基地局装置設定システムの動作を説明するためのシーケンス図
である。
【図５】図１に示した無線基地局装置の他の例を示したブロック図である。
【符号の説明】
【０１７５】
　　　１　　　ＣＤＭＡ無線基地局装置
　　　１ａ　　アンテナ部
　　　１ｂ　　ＲＦ部
　　　１ｃ　　ベースバンド処理部
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　　　１ｄ　　サブＲＦ部
　　　１ｅ　　サブベースバンド処理部
　　　１ｆ　　入力部
　　　１ｇ　　制御部
　　　１ｇ１　メッセージ生成部
　　　１ｇ２　通信部
　　　１ｇ３　通信仕様設定部
　　　１ｇ４　通信制御部
　　　１ｇ５　メモリ
　　　１ｇ６　メッセージ生成部
　　　１ｈ　　無線通信部
　　　１ｉ　　検出部
　　　１ｊ　　位置情報取得部
　　　２　　　無線基地局情報登録装置
　　　２ａ　　外部入出力部
　　　２ｂ　　情報保存部
　　　２ｃ　　メモリ部
　　　２ｄ　　中央演算制御部
　　　３　　　ＣＤＭＡ無線基地局装置
　　　４　　　ＣＤＭＡ無線基地局装置
　　　５　　　無線基地局制御装置
　　　５１　　制御部
　　　５２　　メモリ
　　　６　　　交換局
　　　７　　　コアネットワーク
　　　８　　　携帯電話端末装置
　　　９　　　公衆交換電話網
　　１０　　　インターネット
　　１１　　　ＧＰＳ衛星
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